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Abstract: The Active Fault Research Center (AFRC) has started construction of an active fault database to 
gather and compile all the data on active faults throughout Japan. This database includes displacement and 
event age data of major active faults in Japan. These data, linked with each behavioral segment defined by 
fault geometry and paleoseismicity, are standardized to apply to the evaluation of each faulting activity. This 
database will be open to public by the end of the 2004 fiscal year. 
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１．はじめに 

活断層研究センターでは，これまでに様々な機関

によって実施された全国の活断層調査の結果を網

羅的に収集・整理し，それらを有効に活用すること

を目的として，全国の活断層資料のデータベース化

を進めている．このデータベースは，政府の地震調

査研究推進本部地震調査委員会による活断層評価

の技術資料として活用されるとともに，広く一般に

公開し，活断層情報の流通に役立てる予定である． 
 

２．データベースの構造 

このデータベースは，単なるデータ蓄積型のもの

ではなく，基礎調査資料から活動セグメント単位の

活動時期，変位量，平均変位速度といった活動パラ

メータに至る階層構造をなすものであり，これらの

パラメータから，その根拠となった基礎データを逆

引きできるような構造をとる（第 1図）． 
このデータベースは，「活動セグメントが固有の

断層パラメータを持ち，それらが単独で，あるいは

いくつか連動することによって大地震を発生させ

る」というカスケード地震モデル（W.G.C.E.P., 1995）
に基づいて設計されている．ここでは，活動セグメ

ントを固有規模の地震（断層活動）の最小単位と考

える．この考えに基づいて，各データは活動セグメ

ントごとに整理され，活動セグメント単位にパラメ

ータ評価を行えるような構造とする．活動セグメン

トの区分は，杉山ほか（1999）の方法を一部改良し
て，断層線の平面形態と活動履歴に基づいて行う．

これにより，活断層の区切り設定に恣意性がなくな

り，なおかつ，それぞれの調査データの妥当性が検

証できるようになる．すなわち，従来の新旧「日本

の活断層」（活断層研究会編, 1980, 1991）や「活断
層詳細デジタルマップ」（中田・今泉編，2002）な
どが，シームレスの分布図と地点ごとのデータを基

本としていたのに対し，この活断層データベースは，

活動単位としての活動セグメントごとにデータを

整理することで，将来の活動時期や地震規模の予測

に直接結びつけることができるものとなる．なお，

データ検索用のインデックスとしては，松田（1990）
の定義による起震断層のくくりを用い，従来の活断

層区分や地震調査研究推進本部地震調査委員会に

よる活断層評価と対照できるようにする． 
なお，当面のデータ収録対象は，長さ 20km以上

で活動度 B 級以上の起震断層を構成する，長さ
10km以上の活動セグメントとする． 
 

３．データの構成 

データベースに収録されるデータは，断層上の各

地点における変位データと活動時期を示す年代デ

ータからなる．変位データは，各地点で得られた変

位量と変位基準，その年代等の情報からなり，平均

変位速度が得られている場合には，その値も収録す

る．データ項目は，(1)起震断層名，(2)活動セグメ
ント名，(3)緯度・経度，(4)断層端からの距離，(5)
地点番号，(6)地点名，(7)変位形態，(8)変位基準，
(9)変位量（各成分），(10)文献，(11)備考からなる．
具体的な変位データの例（花折断層の例）を第 1表
に示す．年代データは，断層の活動履歴情報が得ら

れた地点での各試料の年代測定値を試料番号，暦年
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値等とともに網羅的に収録し，その上にイベント層

準を示す．データ項目は，(1)活動セグメント名，(2)
地点名，(3)イベント層準，(4)地層名，(5)試料番号，
(6)ラボ番号，(7)測定方法，(8)14C年代，(9)較正年代，
(10)文献，(11)備考からなる．具体的な年代データ
の例（花折断層の例）を第 2表に示す．それぞれの
データには，原著の図表が電子化されてリンクされ

る． 
また，活断層に関する約 5,000件の文献データベ
ースを整備し，活断層データベースとリンクさせる．

これらの文献はハードコピーをファイルし，活断層

研究センター内で保管する． 

 

４．データの規格化 

収録対象となるデータは，学術論文，報告書など

によって公表されたすべてのデータとする．収録は

まず原著にできる限り忠実な表現で収録し，それを

以下のような方法で規格化して並記する． 
誤差は有効数字の表示形式で規格化する．すなわ

ち原著に示された個々の誤差は無視し，最良推定値

を一定の有効数字で示す．範囲で示されたデータは，

範囲中央値を最良推定値とみなす．年代値等の解釈

は，基本的には原著の通りとするが，示された図表

等から不適切であることが明らかな場合には，その

旨のコメントをつける．また，原著の誤記・誤植・

計算間違いや有効数字の齟齬が明らかな場合には，

修正して収録する．テフラの年代等，新しい研究成

果や暦年較正により年代値が変わったものは，最新

の情報に基づく年代に置き換える．イベント層準は，

原著で可能性があると指摘されたものまでを収録

する．さらに，原著に示された表記を体系化して，

イベントの信頼度を評価する．これらの過程により

規格化された活動時期データについて，イベントの

時空分布図（第 2図）を作成し，表示する． 
 

５．活断層評価への適用 

活断層から発生する将来の地震の規模および発

生時期の予測のために必要なパラメータは，各活動

セグメントの断層規模（長さと幅），平均変位速度，

単位変位量，活動間隔，最新活動時期である．この

うち，平均変位速度(S)，単位変位量(D)，活動間隔
(R)には S=D/Rの関係があり，このうち２つのパラ
メータが得られれば，残り１つは計算で求めること

が可能である．また，この３つのパラメータが独立

に得られている場合には，それらの数値が相互に矛

盾するか否かの検証を行うことが可能である．なお，

単位変位量に関して有効なデータが得られない場

合は，粟田（1999）による活動セグメント長（L; km）
と単位変位量（ D; m）についての経験式
（L=4.9Dmax）を用いて，暫定的に単位変位量の値
を与える．このようにして求められた各活動セグメ

ントのパラメータをもとに，活動セグメント単位の

活動性評価を行う．なお，平均変位速度，単位変位

量，活動間隔のすべてのパラメータが不明の場合は，

隣接する同方向，同センス，同程度の地形表現を持

つ別の活動セグメントから，平均変位速度を類推し，

仮置き値として扱う． 
このようにして得られた各活動セグメントの活

動パラメータを用いると，全国統一基準による活動

セグメントごとの活動時期と発生地震規模の予測

が可能となる．さらに将来的には，活動セグメント

がいくつか連動して発生するマルチセグメント地

震についても，歴史地震の事例の解析や動的モデル

に基づく連動条件の解明を進めることにより，その

発生確率の評価が可能となることが期待される． 

 

６．今後の予定 

活断層データベースについては，平成 15 年度末
までに枠組みを完成，部分公開する予定である．ま

た，平成 16 年度末までには，完全公開することを
予定している．公開方法は未定であるが，少なくと

も一部はウェブ上で公開することを検討している．

また，公開後も新しいデータが得られ次第，逐次内

容を更新し，常に最新の情報が提供できるような組

織・体制の整備を進める予定である． 
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R
6
0
-
1
2
0

吉
岡
（
1
9
8
6
）
2
9

6
8
0
大
原
小
出
石
町

屈
曲

河
谷

R
1
6
-
3
3

吉
岡
（
1
9
8
6
）
3
0

7
1
0
大
原
勝
林
院
町

屈
曲

河
谷

R
1
0
-
3
5

吉
岡
（
1
9
8
6
）
3
1

7
2
0
大
原
勝
林
院
町

屈
曲

河
谷

R
1
0
-
4
0

吉
岡
（
1
9
8
6
）
3
2

7
3
0
大
原
勝
林
院
町

低
断
層
崖

低
位
I
段
丘

E
2
-
5

2
5

0
.
2

0
.
1

吉
岡
ほ
か
（
2
0
0
0
）

7
3
0
大
原
勝
林
院
町

低
断
層
崖

L
面

E
7
-
8

岡
田
・
東
郷
（
2
0
0
0
）

8
1
0
大
原
上
野
町

低
断
層
崖

低
位
I
段
丘

E
2

2
5

0
.
1

吉
岡
ほ
か
（
2
0
0
0
）

8
2
0
大
原
ト
レ
ン
チ

急
傾
斜

A
T
挟
む
シ
ル
ト

層
E

2
8

吉
岡
ほ
か
（
1
9
9
8
）

9
1
0
上
高
野

屈
曲

河
谷

R
0
-
1
0
0

吉
岡
（
1
9
8
6
）
3
3

9
2
0
上
高
野

屈
曲

河
谷

R
6
0
-
8
0

吉
岡
（
1
9
8
6
）
3
4

1
0
1
0
修
学
院

低
断
層
崖

低
位
I
段
丘

E
4

吉
岡
ほ
か
（
2
0
0
0
）

1
0
2
0
修
学
院
ト
レ
ン
チ

断
層
露
頭

砂
礫
層

E
0
.
5

R
2
-
5

1
.
5
-
2
.
5

吉
岡
ほ
か
（
2
0
0
2
）

1
0
2
0
修
学
院
ト
レ
ン
チ

断
層
露
頭

腐
植
層
／
シ
ル

ト
層

E
8

-
吉
岡
ほ
か
（
2
0
0
2
）

1
0
4
0
一
乗
寺
月
輪
寺
町

低
断
層
崖

扇
状
地

E
0
.
5

吉
岡
ほ
か
（
2
0
0
0
）

1
1
1
0
一
乗
寺

屈
曲

河
谷

R
1
0
0
-
1
3
0

吉
岡
（
1
9
8
6
）
3
7

1
1
2
0
一
乗
寺

低
断
層
崖

扇
状
地

E
吉
岡
ほ
か
（
2
0
0
0
）

1
1
2
5
瓜
生
山
西
方

撓
曲
崖

扇
状
地

E
3
.
2

岡
田
・
東
郷
（
2
0
0
0
）

1
1
3
0
北
白
川
上
終
町

断
層
露
頭

腐
植
層

E
0
.
4

2
.
6

石
田
（
1
9
6
7
）

1
1
3
5
北
白
川
西
瀬
ノ
内
町

低
断
層
崖

扇
状
地

E
2
.
3

岡
田
・
東
郷
（
2
0
0
0
）

1
1
4
0
北
白
川
西
町

低
断
層
崖

扇
状
地

E
2
-
3

吉
岡
ほ
か
（
2
0
0
0
）

1
1
5
0
今
出
川
ト
レ
ン
チ

断
層
露
頭

腐
植
層
／
砂
礫

層
E

4
.
0

吉
岡
ほ
か
（
1
9
9
8
）

1
1
5
0
今
出
川
通

群
列
ボ
ー
リ
ン
グ
大
阪
層
群
／
中

生
界

E
吉
岡
ほ
か
（
1
9
9
8
）

1
1
6
5
吉
田
山

急
傾
斜

大
阪
層
群
最
下

部
E

>
5
0

岡
田
・
東
郷
（
2
0
0
0
）

1
1
7
0
岡
崎
西
福
ノ
川
町

低
断
層
崖

扇
状
地

E
吉
岡
ほ
か
（
2
0
0
0
）

1
1
8
0
丸
太
町
測
線

浅
層
反
射
法
探
査
大
阪
層
群
相
当

層
E

吉
岡
ほ
か
（
2
0
0
0
）

鹿
ヶ
谷

1
2
0
0
鹿
ヶ
谷

低
断
層
崖

L
面

E
5

岡
田
・
東
郷
（
2
0
0
0
）

桃
山
断
層

1
2
0
5
八
坂
神
社

低
断
層
崖

扇
状
地

E
5
+

岡
田
・
東
郷
（
2
0
0
0
）

1
2
1
0
高
台
寺

低
断
層
崖

M
面

E
岡
田
・
東
郷
（
2
0
0
0
）

1
2
1
5
清
水
寺
西

撓
曲
崖

H
面

E
4
0

岡
田
・
東
郷
（
2
0
0
0
）

1
2
1
8
清
水
寺
西
方

撓
曲
崖

L
面

E
5

岡
田
・
東
郷
（
2
0
0
0
）

1
2
1
9
清
水
寺
西
方

撓
曲
崖

下
位
段
丘
面

E
7

2
0

0
.
3
5

京
都
市
（
1
9
9
9
）

平
均
変
位
速
度
（
m
/
千
年
）

文
献

断
層
名

セ
グ
メ
ン
ト
名

変
位
形
態

変
位
基
準

地

上
下
成
分

水
平
成
分

変
位
量
（
ｍ
）

第
1
表
．
変
位
デ
ー
タ
の
例
（
花
折
起
震
断
層
）
．

Ta
bl

e 
1.

 A
n 

ex
am

pl
e 

of
 d

is
pl

ac
em

en
t d

at
a 

sh
ee

t.
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第
2
表
．
活
動
時
期
デ
ー
タ
の
例
（
花
折
起
震
断
層
）
．

Ta
bl

e 
2.

 A
n 

ex
am

pl
e 

of
 e

ve
nt

 a
ge

 d
at

a 
sh

ee
t.

花
折
起
震
断
層

イ
ベ
ン
ト
層
準

測
定

原
著

番
号

種
類

方
法

y
B
P

+
-

y
B
P

+
-

c
a
l
.
y
B
P

c
a
l
.
y
 
(
A
D
)
 
+
-

1
-
s
i
g
m
a
 
(
A
D
)

I
n
t
e
r
s
e
p
t 1
-
s
i
g
m
a
 
(
A
D
)

途
中
谷

1
9
9
2
途
中
谷

1
東
郷

ほ
か
（
1
9
9
7
）

2
a

H
c
-
1

c
h
a
r
c
o
a
l

N
U
T
A

3
1
8
6

A
1
0
9
0

8
0

9
4
5

8
9

8
7
5

1
0
2
8

2
b
3
a

H
c
-
2

c
h
a
r
c
o
a
l

N
U
T
A

3
1
7
7

A
2
5
2
0

9
0

-
6
2
0

1
1
6

-
7
9
2

-
5
2
7

3
b 4

H
c
-
3

c
h
a
r
c
o
a
l

N
U
T
A

3
1
8
5

A
2
9
3
0

9
0

-
1
1
2
6

1
2
4

-
1
2
5
9

-
9
9
9

5
H
c
-
4

w
o
o
d

N
U
T
A

3
1
8
7

A
2
6
5
0

9
0

-
7
7
5

1
3
3

-
9
2
1

-
5
6
3

1
9
9
6
途
中
谷

A
吉
岡
ほ
か
（
1
9
9
8
）

B
H
T
-
S
E
-
C
4

h
u
m
i
c
 
s
o
i
l

B
e
t
a

1
0
1
0
9
1

R
3
6
0

6
0

6
6

1
4
7
5

1
6
3
3

1
4
8
0

1
6
3
0

C
a
l
i
b
 
3
.
0
に

よ
る

C Z
H
T
-
S
E
-
C
8

h
u
m
i
c
 
s
o
i
l

B
e
t
a

1
0
1
0
9
5

R
4
6
0

6
0

1
5
5
2

6
7

1
4
0
6

1
6
1
3

1
4
1
0

1
6
1
0

C
a
l
i
b
 
3
.
0
に
よ
る

D
H
T
-
S
E
-
C
7

p
l
a
n
t
 
m
a
t
e
r
i
a
B
e
t
a

1
0
1
0
9
4

A
6
2
0

4
0

1
3
5
1

3
2

1
3
0
7

1
3
9
6

1
3
0
7

1
3
9
6

C
a
l
i
b
 
3
.
0
に
よ
る

H
T
-
S
E
-
C
6

w
o
o
d

B
e
t
a

1
0
1
0
9
3

A
1
0
5
0

7
0

9
9
5

8
1

8
9
3

1
0
3
7

8
9
0

1
0
4
0

C
a
l
i
b
 
3
.
0
に
よ
る

E X
H
T
-
S
E
-
C
3

h
u
m
i
c
 
s
o
i
l

B
e
t
a

1
0
1
0
9
0

R
1
0
5
0

9
0

9
9
5

1
0
3

8
8
7

1
1
5
4

8
9
0

1
1
5
0

f
a
u
l
t
 
z
o
n
e

C
a
l
i
b
 
3
.
0
に
よ

H
T
-
S
E
-
C
1

w
o
o
d

B
e
t
a

1
0
1
0
8
8

R
1
3
3
0

6
0

7
2
1

5
7

6
5
8

7
7
1

6
6
0

7
7
0

C
a
l
i
b
 
3
.
0
に
よ
る

H
T
-
S
E
-
C
2

h
u
m
i
c
 
s
o
i
l

B
e
t
a

1
0
1
0
8
9

R
6
1
3
0

8
0

-
5
0
5
4

1
0
1

-
5
2
0
6

-
4
9
4
2

-
5
2
1
0

-
4
9
4
0

C
a
l
i
b
 
3
.
0
に
よ
る

Y
H
T
-
S
E
-
C
5

h
u
m
i
c
 
s
o
i
l

B
e
t
a

1
0
1
0
9
2

R
5
6
6
0

7
0

-
4
5
0
5

8
6

-
4
5
7
5

-
4
3
6
8

-
4
5
7
0

-
4
3
7
0

f
a
u
l
t
 
z
o
n
e

C
a
l
i
b
 
3
.
0
に
よ

V
H
T
-
S
E
-
C
1
1

w
o
o
d

B
e
t
a

1
0
1
0
9
8

R
1
8
9
3
0

1
6
0

H
T
-
N
-
C
3

w
o
o
d

B
e
t
a

1
0
1
1
0
5

R
1
9
2
4
0

1
0
0

H
T
-
S
E
-
C
1
2

w
o
o
d

B
e
t
a

1
0
1
0
9
9

R
1
9
3
9
0

1
3
0

H
T
-
S
E
-
C
1
0

w
o
o
d

B
e
t
a

1
0
1
0
9
7

R
2
2
2
6
0

4
4
0

H
T
-
S
E
-
C
9

w
o
o
d

B
e
t
a

1
0
1
0
9
6

A
2
2
6
9
0

1
1
0

V
'

H
T
-
N
-
C
7

h
u
m
i
c
 
s
o
i
l

B
e
t
a

1
0
1
1
0
9

R
1
9
1
9
0

1
3
0

H
T
-
N
-
C
5

w
o
o
d

B
e
t
a

1
0
1
1
0
7

R
2
0
5
8
0

1
4
0

F
H
T
-
N
-
C
8

w
o
o
d

B
e
t
a

1
0
1
1
1
0

R
2
4
0
7
0

1
7
0

A
T
を
挟

む

北
白
川

大
原

I
吉
岡
ほ
か
（
1
9
9
8
）

I
I

I
I
I

I
V
V
I

A
T
を
挟

む
V
I
I

V
I
I
I

修
学
院

1
W
-
2
4

c
h
a
r
c
o
a
l

B
e
t
a

1
4
7
6
5
3

A
1
2
6
0

4
0

7
6
9

5
6

6
8
9

8
0
9

6
9
0

7
9
0
吉
岡
ほ
か
（
2
0
0
2
）

B
.
A
n
a
l
.
に
よ
る

H
-
2
6

h
u
m
i
c
 
s
o
i
l

B
e
t
a

1
4
7
6
4
5

A
1
6
4
0

6
0

1
4
7
7

7
6

3
7
9

5
3
3

3
7
0

4
5
0

B
.
A
n
a
l
.
に
よ
る

2
d

H
-
1
3

h
u
m
i
c
 
s
a
n
d

B
e
t
a

1
4
9
8
2
6

A
1
6
5
0

4
0

4
1
6

5
9

3
4
4

4
9
3

3
8
0

4
3
0

B
.
A
n
a
l
.
に
よ
る

W
-
3
8

c
h
a
r
c
o
a
l

B
e
t
a

1
4
7
6
4
0

A
2
7
9
0

4
0

-
9
2
6

5
0

-
9
9
0

-
8
5
9

-
9
9
0

-
9
0
0

再
堆

積
の
可
能
性

B
.
A
n
a
l
.
に
よ

2
a

H
-
5

h
u
m
i
c
 
s
a
n
d

B
e
t
a

1
4
7
6
4
6

A
1
4
5
0

5
0

6
0
6

4
2

5
6
7

6
5
6

5
7
0

6
5
0

B
.
A
n
a
l
.
に
よ
る

W
-
2
7

c
h
a
r
c
o
a
l

B
e
t
a

1
4
7
6
4
4

A
3
5
1
0

4
0

-
1
8
2
0

5
3

-
1
8
8
0

-
1
7
6
5

-
1
8
9
0

-
1
7
6
0

再
堆

積
の
可
能
性

B
.
A
n
a
l
.
に
よ

2
c

H
-
2
9

h
u
m
i
c
 
s
a
n
d

B
e
t
a

1
4
7
6
4
8

A
3
1
4
0

4
0

-
1
3
9
8

5
3

-
1
4
4
5

-
1
3
1
9

-
1
4
4
0

-
1
3
9
0

再
堆

積
の
可
能
性

B
.
A
n
a
l
.
に
よ

W
-
4
3

c
h
a
r
c
o
a
l

B
e
t
a

1
4
9
8
2
5

A
9
4
1
0

8
0

-
8
4
9
4

1
6
6

-
8
8
2
6

-
8
2
7
7

-
8
7
7
0

-
8
5
9
0

再
堆

積
の
可
能
性

B
.
A
n
a
l
.
に
よ

3
W
-
6

c
h
a
r
c
o
a
l

B
e
t
a

1
5
0
2
9
2

A
2
3
8
0

6
0

4
2
8

1
2
6

-
7
5
1

-
3
8
3

-
5
2
0

-
3
9
0

縄
文
後

期
土
器
包
含

層
B
.
A
n
a
l
.
に
よ

W
-
4

c
h
a
r
c
o
a
l

B
e
t
a

1
4
7
6
5
1

A
2
4
1
0

5
0

-
5
4
2

1
1
6

-
7
5
1

-
3
9
8

-
7
4
0

-
4
0
0

縄
文
後

期
土
器
包
含

層
B
.
A
n
a
l
.
に
よ

W
-
2
8

c
h
a
r
c
o
a
l

B
e
t
a

1
4
7
6
5
2

A
2
5
2
0

4
0

-
6
3
8

8
6

-
7
8
1

-
5
4
3

-
7
9
0

-
5
5
0

縄
文
後

期
土
器
包
含

層
B
.
A
n
a
l
.
に
よ

W
-
1
6

c
h
a
r
c
o
a
l

B
e
t
a

1
4
9
8
2
4

A
2
9
7
0

5
0

-
1
1
7
7

8
3

-
1
2
6
4

-
1
0
7
9

-
1
2
8
0

-
1
1
1
0

縄
文
後

期
土
器
包
含

層
B
.
A
n
a
l
.
に
よ

W
-
1
9

c
h
a
r
c
o
a
l

B
e
t
a

1
4
7
6
5
0

A
3
1
7
0

4
0

-
1
4
3
9

4
6

-
1
5
0
2

-
1
4
0
1

-
1
4
9
0

-
1
4
1
0

縄
文
後

期
土
器
包
含

層
B
.
A
n
a
l
.
に
よ

W
-
1
1

c
h
a
r
c
o
a
l

B
e
t
a

1
4
7
6
5
4

A
3
2
2
0

4
0

-
1
4
7
8

4
1

-
1
5
1
4

-
1
4
4
1

-
1
5
2
0

-
1
4
4
0

縄
文
後

期
土
器
包
含

層
B
.
A
n
a
l
.
に
よ

W
-
9

c
h
a
r
c
o
a
l

B
e
t
a

1
5
0
2
9
3

A
3
2
6
0

5
0

-
1
5
2
8

6
2

-
1
6
0
1

-
1
4
4
7

-
1
6
0
0

-
1
4
9
0

縄
文
後

期
土
器
包
含

層
B
.
A
n
a
l
.
に
よ

W
-
4
9

c
h
a
r
c
o
a
l

B
e
t
a

1
4
7
6
4
2

A
3
4
8
0

4
0

-
1
7
9
3

5
8

-
1
8
7
6

-
1
7
3
9

-
1
8
8
0

-
1
7
4
0

縄
文
後

期
土
器
包
含

層
B
.
A
n
a
l
.
に
よ

4
H
-
1
6
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花折起震断層

活動セグメント
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途中谷 北白川

第2図．活動イベント時空分布図の例（花折起震断層）．
Fig. 2. An example of age-space diagram of faulting events.

破線は信頼度が相対的に低い期間

凡 例

イベント層準が
推定された期間

イベントがないと
推定された期間


